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　雪の中の暮らしを思い出してください。ふ
るさとの家族は、雪と戦い、雪とともに生き
ています。全国各地で記録的な大雪となった

「平成 18 年豪雪」。三島町でも、一人暮らし、
二人暮らしの高齢者世帯で除雪が困難となり、
多くのボランティアの支援を受けました。
　三島町は人口の約半数が高齢者。隣近所で
の助け合いにも限界があります。「心配するな」
という家族の言葉に甘えずに、次は雪の季節
に帰省し、少しでも助けてあげてください。

（写真 / 大石田地区・平成 18 年 2 月 4 日撮影）

忘れないで
豪雪の冬を

お盆休みに帰省された皆さん
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カ
ス
ミ
ソ
ウ
は
例
年
５
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
、
全
国
12
カ
所
の

市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
村
、
金
山
町
、
三
島
町
、
柳
津

町
の
生
産
者
30
人
が
所
属
し
て
い

る
「
昭
和
花
き
研
究
会
」
に
よ
り
、

各
市
場
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
生

産
、
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
島
町
で
は
４
人
の
生
産
者

が
、
毎
週
３
回
、
川
井
地
区
に
あ

る
第
3
集
荷
場
か
ら
カ
ス
ミ
ソ
ウ

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
角
田
亀
好

さ
ん
（
川
井
）
は
「
平
成
元
年
か

ら
カ
ス
ミ
ソ
ウ
栽
培
を
始
め
、
今

年
で
21
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
生

産
者
み
ん
な
で
品
質
を
向
上
さ

せ
、
ク
レ
ー
ム
も
な
く
安
心
し
て

出
荷
で
き
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

三島のカスミソウ
心を込めて全国へ出荷

1_ 川井地区にある第 3 集荷場に搬
入されたカスミソウ
2_ カスミソウ生産者の皆さん。左
から、長谷川タケノさん（川井）、
五十嵐健二さん（名入）、秦京子さ
ん（大石田）、角田亀好さん（川井）、
天野昭一さん（柳津町牧沢）
3_ 毎週 3 回、大型トラックで全国
各地の市場へ出荷される
4_ 役場受付に飾られたカスミソウ
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清らかな心
花言葉は

　

カ
ス
ミ
ソ
ウ
に
は
、ポ
ラ
リ
ス
、

ス
ノ
ー
ベ
ー
ル
、
雪
ん
子
３
６
０

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
あ
り
、

ピ
ン
ク
や
青
に
染
め
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
花
が
し
お
れ
な
い
よ
う

に
、
水
を
吸
わ
せ
た
状
態
で
梱
包

さ
れ
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
各
市
場

へ
直
送
さ
れ
ま
す
。
長
谷
川
タ
ケ

ノ
さ
ん
（
川
井
）
は
「
出
荷
で
忙

し
い
時
期
は
大
変
で
す
が
、
花
作

り
は
楽
し
い
し
面
白
い
で
す
よ
。

お
か
げ
で
元
気
で
い
ら
れ
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
花
言
葉
は
「
清

ら
か
な
心
」。
三
島
か
ら
心
を
込

め
て
全
国
へ
送
ら
れ
た
カ
ス
ミ
ソ

ウ
は
、
き
っ
と
多
く
の
人
々
を
清

ら
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

Pickup 町の話題

「着地型観光」の実践で
人が集まる只見川ラインに

町の美化運動に取り組む
宮下・荒屋敷地区地域懇談会

げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
清
水
氏
が
講

演
し
、「
こ
れ
か
ら
の
観

光
は
、
地
元
で
企
画
・
運

営
し
、
多
く
の
住
民
が
か

か
わ
る
着
地
型
観
光

4

4

4

4

4

で

す
。
今
の
観
光
客
は
、
地

域
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
う

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
価
値
に
気
付
き
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

自
ら
の
工
夫
で
起
業
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

宮
下
・
荒
屋
敷
地
区
地

域
懇
談
会
の
皆
さ
ん
は
７

月
10
日
、
長
坂
の
井
桁
状

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
間
に
シ
バ

ザ
ク
ラ
を
植
え
ま
し
た
。

地
区
の
入
り
口
で
あ
る
長

坂
を
、
明
る
い
雰
囲
気
に

す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
同
懇
談
会
の
佐

久
間
宗
一
会
長
（
宮
下
）

は
「
地
域
の
皆
さ
ん
が
一

体
と
な
っ
て
、
今
後
も
美

化
運
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

同
懇
談
会
で
は
今
後
、

「
う
つ
く
し
ま
の
道
・
サ

ポ
ー
ト
制
度
」を
利
用
し
、

地
域
住
民
、
町
、
県
が
連

携
し
な
が
ら
、
き
れ
い
な

町
の
景
観
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
福
島
県
宮
下
土
木
事

務
所
の
佐
藤
岩
男
所
長
は

「
地
域
の
方
々
だ
け
で
は

で
き
な
い
こ
と
を
県
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
き
れ
い
な
景

観
を
つ
く
る
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

Pickup1

Pickup2

　

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
清
水
愼
一

常
務
取
締
役
を
講
師
に
招

い
た
只
見
川
ラ
イ
ン
商
工

会
青
年
部
セ
ミ
ナ
ー
は
７

月
13
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
町
内
や

近
隣
町
村
な
ど
か
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
三
島
町
商
工

会
青
年
部
の
齋
藤
大
輔
部

長
（
宮
下
）
が
主
催
者
あ

い
さ
つ
と
し
て
「
只
見
川

ラ
イ
ン
が
連
携
し
、
自
分

た
ち
で
何
が
で
き
る
か
考

え
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

㈱ JTB清水愼一常務取締役が講演

長坂のブロックに、シバザクラを植える

1_ あいさつする三島町
商工会青年部の齋藤大
輔部長
2_ 講演する㈱ JTB の清
水愼一常務取締役
3_ 約 100 人が参加し
た只見川ライン商工会
青年部セミナー

1

2

3

1_ 長坂の井桁状のブロッ
クの間に、シバザクラを
植える宮下・荒屋敷地区
地域懇談会の皆さん
2_ 植えられたシバザクラ

1

2
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み
し
ま
の
出
来
事

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
☎（
４
８
）５
５
１
５

　婦人会宮下支部の主

催による普通救命講習

は 7 月 16 日、宮下活性

化センターで行われ、町

内から約 20 人が参加し

ました。会津坂下消防署

三島出張所の長嶺裕康所

長、高橋広之消防士長の

指導のもと、ダミー人形

を使った人工呼吸・心臓

マッサージ・AED（自動

体外式除細動器）の訓練

が行われました。参加者

は、その場に居合わせた

人の応急手当てが、人命

救助につながることを学

んでいました。

宮下病院で
七夕コンサート

　エストニアのエヘルヘイン少女
合唱団の公演が 7 月 26 日、交流
センター山びこで行われ、約 150
人が来場しました。エストニアは
長い間他国の支配を受けてきた歴
史があります。歌を愛し、歌うこ
とで困難を乗り越え、独立を成し
遂げた国です。数々の国際コンクー
ルで優勝した世界一の歌声が、会
場に響き渡りました。

ダミー人形を使った心肺蘇生
法の訓練

宮下活性化センターで行われ
た普通救命講習

救
急
車
の
到
着
ま
で

平
均
６
分

命
を
救
う
に
は
…

国道 252 号沿いで行われた街
頭キャンペーン

交
通
量
が
増
え
る
夏

手
作
り
の
お
守
り
で

安
全
運
転
呼
び
掛
け

　「夏の交通事故防止県

民総ぐるみ運動」に合わ

せた街頭キャンペーンは

7 月 17 日、川井地区の国

道 252 号沿いで行われま

した。町交通対策協議会、

交通安全協会三島分会、

町交通安全母の会、会津

坂下警察署、県宮下土木

事務所が参加。町交通安

全母の会の大竹祐子会長

（滝谷）、小松けい子さん

（西方）、川島リツ子さん

（大石田）が、ドライバー

に手作りのお守りを手渡

して安全運転を呼び掛け

ました。

国道 252 号沿いで
街頭キャンペーン

フルート奏者の岩沢麻実さん

フ
ル
ー
ト
の

癒い

や
し
の
音
色
に

包
ま
れ
る

　宮下病院で 7 月 7 日、

七夕にちなんでフルート

のコンサートが行われま

した。フルート奏者の岩

沢麻実さん（会津若松市）

が、「世界に一つだけの

花」や「星に願いを」な

ど約 10 曲を演奏。コン

サートは外来受付ロビー

や病棟廊下で計 4 回行わ

れ、外来患者や入院患者

の方々が、フルートの美

しい音色に聞き入ってい

ました。

婦人会の皆さんが
心肺蘇生法を学ぶ

宮下病院内で行われたフルー
トの演奏

ドライバーにお守りを手渡し
て安全運転を呼び掛けた

「
大
丈
夫
だ
べ
…
」

そ
の
判
断
が
命
取
り

遠
く
に
見
え
た
車
が

一
気
に
迫
っ
て
く
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

み
ん
な
の
希
望
を

書
き
出
す

　子育てや若者定住につ

いて話し合う「三島の未

来をつくる会」の第 1 回

ワークショップは 7 月 30

日、町民センターで行わ

れ、役場若手職員 10 人

と住民の皆さん 4 人が参

加しました。ワークショッ

プとは、参加者が共同

作業を行いながら課題や

解決策を見つけていくも

のです。緊張を解くため

に、楽しいゲームなども

取り入れながら行われま

す。今回は「こんな町だっ

たらいいな」と思うこと

を数多く書き出し、それ

を分類して整理する作業

が行われました。参加者

が非常に少なかったため、

町では再度参加者を募集

し、皆さんと一緒に進め

たいと考えています。

テーマは子育て・定住
三島の未来をつくる会

町民センターで行われたワー
クショップ

森の校舎カタクリ体育館で行われた高齢者交通教室

　高齢者交通教室は 7 月 22 日、森の校舎カタクリ体育

館で行われ、西方・名入・大石田地区の 60 歳以上の皆

さん約 50 人が参加しました。福島県警察本部交通企画

課の吉田部長、折笠巡視員が講師を務め、特殊な装置を

使って道路横断の模擬体験を実施しました。参加者が道

路を渡る姿と、近づいてくる車がスクリーンに映し出さ

れ、道路を渡り切る数秒のうちに、一気に迫ってくる車

のスピードを体感しました。また、会津坂下警察署の

関根交通係長、三島駐在所の鈴木巡査部長が、高齢者

の交通事故の現状などについて講話しました。参加し

た皆さんは、加齢によって事故の危険性が増すことを

再認識していました。

西方・名入・大石田地区の
高齢者交通教室

特殊な装置を使って道路横断の模擬体験をする参加者

何
だ
っ
て
で
き
る
！

可
能
性
を
引
き
出
し

夢
を
実
現
し
た
い

　八木周作さん（宮下）

と川合正裕さん（宮下）

の「いまここトークライ

ブ」は 7 月 19 日、いま

ここカフェ（旧物産館）

で行われ、約 20 人が来

場しました。八木さんは

旧物産館で活動を始めた

「いまここネット」の代表

で東京都出身。川合さん

は東北芸術工科大（山形）

博士課程在学中で大阪府

出身。二人は、三島に来

て感じたことや三島の良

さ、実現したい夢などに

ついて真剣に語り合い、

最後にギター演奏や歌も

披露しました。

　また、同会場では川合

さんが「虫送り」などを

撮影した写真展「三島の

祭り」が、16 日から 20

日まで行われました。

八木さんと川合さん
トークライブ

熱く語り合う八木周作さん（左）
と川合正裕さん（右）

2009.8 42009.85
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本 町民センター図書コーナー

ゆめぽけっと
●利用時間　月〜土 9：00 〜 21：00
　　　　　　日・祝 9：00 〜 17：00
●お 休 み　年末年始
問 教育委員会 ☎（48）5599

一般

御宿かわせみ
平岩弓枝・著
文藝春秋

　小さな旅籠「かわせみ」
に泊まる人たちをめぐっ
て起こる事件の数々を、宿
の女主人るいと恋人神林
東吾が解決していきます。
江戸の下町情緒あふれる
小説です。

一般

剣客商売 暗殺者
池波正太郎・著
新潮社

　剣術一筋に生きる白髪
の粋な小男と、浅黒くた
くましい息子が、江戸中
期を舞台に活躍する痛快
な時代小説シリーズです。

幼児・小学生向け

おー、うんこ
松下美砂子・作
架空社

　食べることが大好きな
ぶたは、昼も夜も食べ続
けました。すると突然お
なかが痛くなりました。
ぶたは、食べたものは出
さなくてはいけないこと
を知りました…。

一般

鬼平犯科帳 1
池波正太郎・著
文藝春秋

　幕府の火付盗賊改方の
長官、長谷川平蔵。盗賊
たちには「鬼の平蔵」と
恐れられているが、その素
顔は義理人情を心得た苦
労人。テレビや舞台でも
人気の鬼平シリーズです。

◎招待者
75 歳以上の町民の皆さん（平成 21 年 9 月 15 日現在）
※役場から案内をお届けします。
◎表　彰
金婚夫婦表彰、米寿・白寿表彰
◎芸　能
多くのご要望にお応えし、舞踊タレントによる歌芝居
を予定しています。

問 役場 町民課 保健福祉係 ☎（48）5565

三島町敬老会
場所 /森の校舎カタクリ体育館（西方）

9月2日（水）10：00～

皆さまお誘い合わせの上、どうぞご来場ください

◉夏休み子どもプログラム◉

みしまの語り部になろう

　夏休み子どもプログラム「みしまの語り部になろ

う」の第 1 回目の教室は 7 月 24 日、町民センター

で行われ、6 人の小学生が参加しました。民話の語

り部として活躍している五十嵐七重さん（西方）が

講師を務め、子どもたちは昔語りの練習をしました。

今後、3 回の教室を行い、8 月 19 日には発表会を行

う予定です。

問 教育委員会 ☎（48）5599

五十嵐七重さん（写真右）から、三島町に伝わる昔話を教わる
子どもたち

8月19日に発表会　国保ヘルスアップ事業実施本部会議は 7 月 27 日、

町民センターで開催されました。福島県立医科大学

医学部の安村誠司教授、福島県会津保健福祉事務所

の山口靖明所長、齋藤医院の齋藤賢夫院長など、委

員 11 人が出席しました。会議では、平成 20 年度の

国保ヘルスアップ事業の実施状況の評価、平成 21

年度の事業実施計画について話し合われました。ま

た、一人当たりの国保医療費が、平成 19 年に比べ

平成 20 年は 99,519 円減額になったことが報告され

ました。委員からは「町民みんなでラジオ体操をや

る」など、町全体で健康づくりに取り組むための提

案がありました。事業の最終年度となる今年度は、

先駆的モデル事業と

して全国 13 カ所の

一つに採択され、町

民アンケート調査や

訪問指導などを実施

する予定です。

問 役場 町民課 保健福祉係 ☎（48）5565

　

今
年
５
月
21
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
裁
判
員
制
度
」

は
、
選
挙
権
の
あ
る
全
国
民

の
中
か
ら
選
ば
れ
る
６
人
の

裁
判
員
が
、
３
人
の
裁
判
官

と
一
緒
に
刑
事
裁
判
に
参
加

し
、
被
告
人
の
有
罪
、
無
罪
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
な
刑
に
す

る
か
を
決
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
刑
事
裁
判
は
、

裁
判
官
、
検
察
官
や
弁
護
人

な
ど
「
法
律
の
専
門
家
」
だ

け
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

専
門
的
見
地
を
重
視
す
る
た

め
に
内
容
や
判
決
が
分
か
り

に
く
か
っ
た
り
、
閉
鎖
的
な

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
り
し
て
、

わ
た
し
た
ち
国
民
と
は
疎
遠

な
も
の
で
し
た
。

　
「
裁
判
員
制
度
」
の
導
入
に

よ
っ
て
、
裁
判
の
進
め
方
や

判
決
に
、
国
民
の
視
点
や
感

覚
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
分
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
国
民
が
刑
事
裁
判
に
参

加
す
る
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ

や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
多
く
の
国

で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
島
町
在
住
の
人
が
裁
判

員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
場
合

は
、
郡
山
市
に
あ
る
福
島
地

方
裁
判
所
郡
山
支
部
に
来
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
事
件
は
、
殺
人
な
ど
の

重
大
な
犯
罪
に
関
す
る
刑
事

訴
訟
事
件
で
す
。
同
支
部
管

轄
区
域
の
裁
判
員
候
補
者
数

は
２
３
５
０
人
で
す
。

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

国
民
の
感
覚
を
刑
事
裁
判
に
反
映

■対象となる主な事件
①殺人②強盗致死傷③傷害致死④危険
運転致死⑤現住建造物等放火⑥身代金
目的誘拐⑦保護責任者遺棄致死など
■裁判員候補者
20 歳以上の全国民の中から、くじで選
ばれ候補者名簿に記載された人です。

模擬裁判が行われた法廷

国保ヘルスアップ事業実施本部会議
▶町民みんなの健康づくりのために◀

国保ヘルスアップ事業実施本部会議

涙と感動の歌芝居

大橋兄弟

◉新企画◉

日本舞踊タレントとし
て活躍中の大橋兄弟。舞
踊ショー、歌謡ショー、
ものまねなど、楽しい
ステージを繰り広げま
す。どうぞお楽しみに。問 福島地方裁判所 総務課

　 ☎ 024（534）2156
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情報ひろば
救命率向上を目指して

講演会を開催

　消防署では、救命率の向上を目指

して下記のとおり講演会を開催しま

す。多くのご来場をお待ちしています。

▪開催日時
9月11日（金）15：00～17：00
▪講演

「救命率向上を目指して」

講師　会津若松消防本部 救急救命士

「救急講演」

講師　日本医科大学救急医学教室

　　　主任教授　横田裕行先生

▪場所
会津若松ワシントンホテル
主催 / 会津若松地方広域市町村圏整

備組合消防本部・会津若松消防署・

猪苗代消防署・会津坂下消防署・会

津美里消防署

共催 / ㈶温知会・会津中央病院・会

津地区救命救急センター

問 会津坂下消防署 三島出張所

　 ☎（52）3032

上手に水分を補給して
夏バテ予防

　夏場は汗をたくさんかくため、水

分補給が欠かせません。だからといっ

て、水ものをガブガブ飲んでいると

胃液が薄まってしまいます。胃液が

薄まると、食べ物の消化や、悪い菌

を退治するという働きが弱まるため、

お腹を壊しやすくなります。一度に

まとめて飲まずに、こまめに少しず

つ、のどの渇きを感じる前に水分補

給を心掛けましょう。

　また、飲み物は水や麦茶、ほうじ

茶など、糖分の入っていないものを

選びましょう。手軽に飲めるペット

ボトル入り飲料やスポーツドリンク

には、多くの糖分が含まれています。

糖分の多い飲料を大量に飲み続けて

いると、高血糖を起こして「※ペット

ボトル症候群」と呼ばれる病気にか

かることもあります。飲み過ぎには

注意しましょう。
※ペットボトル症候群
スポーツドリンク、清涼飲料水などを大量に
飲み続けることによって起こる急性糖尿病

問 福島県立宮下病院事務部

　 ☎（52）2321

三島町の人口と世帯
（7月1日現在）

人口 2,103 -4 出生 1

男 983 -2 死亡 4

女 1,120 -2 転入 1

世帯 853 ＋1 転出 2
※住民基本台帳による数値です。

8 月の納税
●町県民税（普通徴収） 第 2 期

●国民健康保険税 第 2 期

●介護保険料（普通徴収） 第 2 期

●後期高齢者医療保険料（普通徴収） 
 第 1 期

　※納期限は 8 月 31 日です。
　　忘れずに納めましょう。

　問 役場 町民課 町民生活係
　 　☎（48）5555

街頭犯罪等発生状況（1月〜6月）

区　　分 管　内 三島町
空き巣ねらい 1
忍 込 み 3
事 務 所 荒 し 1
出 店 荒 し 5
自 動 車 盗 2
オートバイ盗
自 転 車 盗 4
自販機ねらい 3
車 上 ね ら い 2
強制わいせつ
街 頭 犯 罪 計 21 0
全 刑 法 犯 63 1

エコ推進・マイバッグ
4 つのルール実践運動

①買い物中はマイバッグを折
り畳んでおきましょう（マイ
バッグは買い物かごの中に）

②商品は店の買い物かごに入
れましょう

③マイバッグはお会計が済ん
でから使いましょう

④買い物かごは決められた場
所に戻しましょう

※全刑法犯には、街頭犯罪以外（器物
損壊・暴行・傷害・万引き・詐欺など）
の犯罪発生件数が含まれます。

会津坂下警察署からのお知らせ

福島県立宮下病院会津坂下消防署 三島出張所

ご寄附ありがとうございました

これからの行事予定　town schedule みんなで健康づくり《保健事業の予定》
問 役場 町民課 保健福祉係 ☎（48）5565

機能訓練会
8月 19日（水） 14：00〜 福寿草

心の健康相談
8月 20日（木） 13：30〜 福寿草

ヘルスアップえいよう教室
8月 21日（金） 13：30〜 町民センター

乳幼児健診
8月 25日（火） 13：00〜 町民センター

ヘルスアップうんどう教室
8月 26日（水） 13：30〜 町民センター

足腰げんき教室（水中運動編）
8月 27日（木） 8：30 町民センター集合
  西会津さゆり公園プール

足腰げんき教室（室内運動編）
8月 31日（月） 9：30〜 町民センター
9月 4日（金） 9：30〜 町民センター

故
郷
の
緑
り
が
好
き
で
深
呼
吸

結
界
を
出
で
し
天
狗
の
半
夏
祭

　
　
　
　
　
　

西
方　

小　

柴　

六
進
子

神
鈴
の
音
の
こ
も
り
て
梅
雨
深
し

又
ひ
と
つ
希
い
を
増
や
し
星
今
宵

　
　
　
　
　
　

宮
下　

栗　

城　

幸　

子

町社会福祉協議会へ　ご遺志によるもの

角　田　定　男　様（浅岐）

8月9日（日）
「てわっさの里みやした」定期公開日（宮下）

8月14日（金）
地区対抗ソフトボール大会 8：00〜（町民運動場）

8月15日（土）
三島町成人式 10：00〜（交流センター山びこ）
大谷川河川まつり 10：30〜（大谷川河川敷公園）

9月2日（水）
三島町敬老会 10：00〜（森の校舎カタクリ体育館）

9月3日（木）
民生児童委員協議会定例会 13：30〜（福寿草）

社会福祉協議会
地域ふれあいサロン

高清水・小山ふれあいサロン
8月11日（火）10：00〜　高清水集会所

滝谷和楽塾
8月25日（火）　遠足（いわき市）

飲み過ぎ、糖分の取り過ぎ
に注意しましょう。

個人事業税の納税は
8月と11月です

　個人事業税は、県内に事務所、事

業所を設けて、物品販売業や不動産

貸付業など一定の事業を営んでいる

方に納めていただく県の税金です。

会津地方振興局から送付される納税

通知書により、年税額を 8 月（第 1

期分）と 11 月（第 2 期分）の 2 回

に分けて納めることになっています。

ただし、年税額が 1 万円以下の場合

は 8 月に一括で納めることになって

います。便利な口座振替も利用でき

ますので、詳しくは下記までお問い

合わせください。

問 福島県会津地方振興局 県税部

　 課税第一課 事業税チーム

　 ☎ 0242（29）5251

福島県会津地方振興局 県税部

第5回

早戸温泉神社まつり
8月22日（土）10：00～21：00

10：00 つるの湯屋台村開始
 ビンゴゲーム第 1 弾
14：00 昔語り
15：00 スイカ割り
16：00 ビンゴゲーム第 2 弾
17：30 芸能発表
20：00 温泉神社奉納花火大会

場所 / 早戸温泉つるの湯

問 早戸温泉つるの湯 ☎ 0241（52）3324

◉只見川対岸への渡し船
◉つるの湯入浴ポイント 2 倍
　　　　　　　　　　※18：00 まで

◉只見川山峡下り 10％割引

【屋台村】ラーメン、生そば、
太郎布高原のイチゴシャー
ベット、会津地鶏焼き鳥、
たこ焼き、イワナの塩焼き、
金魚すくい　ほか
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Close-up
学ぶ、楽しむ、町の人

　
「
琴
桐
会
」
は
大
正
琴

を
愛
好
す
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
月
２
回
程
度
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
会
員
は
現
在
７

人
。
田
崎
礼れ

い

子
先
生
（
柳

津
町
）
の
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

大
正
琴
は
、
鍵け

ん
ば
ん盤

を
左

手
で
押
さ
え
、
右
手
の

ピ
ッ
ク
で
弦
を
弾
い
て
演

奏
す
る
楽
器
で
す
。
琴
伝

流
大
正
琴
は
、ソ
プ
ラ
ノ
、

ア
ル
ト
、
テ
ナ
ー
、
ベ
ー

ス
に
分
か
れ
て
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
演
奏
す
る
流
派

で
、
全
国
で
多
く
の
人
々

が
愛
好
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
30
日
に
は
、
会
津

若
松
市
で
開
催
さ
れ
る
発

表
会
に
初
め
て
参
加
す
る

「
琴
桐
会
」
の
皆
さ
ん
。

練
習
に
も
力
が
入
り
、
き

れ
い
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を

町
民
セ
ン
タ
ー
に
響
か
せ

て
い
ま
す
。

問
教
育
委
員
会

　

☎（
４
８
）５
５
９
９

1_ 大正琴のアンサンブル
を練習する「琴桐会」の
皆さん
2_ 大正琴は、左手で鍵盤
を押さえ、右手で弦を弾
いて演奏される

琴
き ん と う か い

桐会
琴
き ん

伝
で ん

流
りゅう

大
た い

正
しょう

琴
ご と

のアンサンブル

1

2

第13回

うつくしまふくしま琴の会発表会
8 月 30 日（日）

◉開場 10：00 ◉開演 10：30 ◉終演 15：30
【入場無料】

場所 / 会津若松市文化センター

総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事

業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
３

地
区
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
石
田
地
区

の
五
十
嵐
紋
吉
さ
ん
、
飯

塚
綱
雄
さ
ん
は
「
虚
空
蔵

堂
と
大
わ
ら
じ
」
に
つ
い

て
、
早
戸
地
区
の
五
十
嵐

紀
美
子
さ
ん
、
佐
久
間
長

子
さ
ん
は
「
神
々
の
道
」

に
つ
い
て
、
滝
谷
地
区
の

大
竹
克
明
く
ん
（
中
３
）、

大
竹
昌
寿
く
ん
（
小
４
）、

阿
部
翔
兵
く
ん
（
小
４
）

は
「
僕
た
ち
が
伝
え
る
鳥

追
い
、
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
赤

坂
憲
雄
福
島
県
立
博
物
館

長
を
座
長
と
し
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
20
日
は
、
大
石

田
地
区
、
早
戸
地
区
、
滝

谷
地
区
で
文
化
財
を
巡
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
約
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
身
近
な

文
化
財
を
巡
り
な
が
ら
、

三
島
の
古
来
の
物
語
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
を
代
表
す
る
日
本

画
家
・
室
井
東と

し

お

志
生
さ
ん

の
日
本
画
展
は
、
６
月
20

日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、

交
流
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
室

井
さ
ん
は
下
郷
町
出
身
。

高
校
時
代
に
２
年
間
、
三

島
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と

が
縁
で
、
今
回
の
個
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
舞ま

い
こ妓
を
描
い
た
代
表

作
「
花
か
い
だ
ん
」
な
ど

約
40
点
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
は
そ
の
美
し
さ
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

室
井
さ
ん
は
「
三
島
の

方
々
に
温
か
く
迎
え
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

日
本
画
の
巨
匠

三
島
で
個
展

 

室
井
東と

し

お

志
生
さ
ん
の
日
本
画
展

室井東志生さん富士山を描いた大迫力の日本画

舞妓を描いた日本画を見る来場者

時
を
越
え
、語
り
継
が
れ
る
物
語

歴
史
と
文
化
に
触
れ
た
「
三
島
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

三
島
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

７
月
19
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
町

が
文
化
庁
の
委
託
を
受
け

て
進
め
て
い
る
「
文
化
財三島学フォーラムでの事例発表

石仏・石塔が点在する早戸地区の「神々の道」

滝谷地区の「上ノ山三十三観音」
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編　

集　

後　

記

▼
最
近
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
し

合
い
の
場
で
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」。
集
ま
っ
た
人
た
ち
が

何
か
を
学
ん
だ
り
、
作
り
出

し
た
り
す
る
た
め
の
手
法
で

す
▼
例
え
ば
「
子
育
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
場
合
、
①
子

育
て
の
悩
み
や
不
安
を
書
き

出
す
②
そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

③
具
体
的
な
行
動
や
役
割
な

ど
を
決
め
る
―
と
い
う
よ
う

に
進
め
、
参
加
者
の
意
見
を

集
約
し
て
い
き
ま
す
。
声
の

大
き
い
人
の
意
見
が
優
先
さ

れ
た
り
、
結
論
が
最
初
か
ら

出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
楽
し
く
進
め
る

た
め
に
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
▼
個
々
の
思
い
は
十

人
十
色
。
大
事
な
の
は
、
違

い
を
理
解
し
、
認
め
合
う
こ

と
で
す
。
そ
の
過
程
か
ら
、

共
有
で
き
る
目
標
が
生
ま
れ

ま
す
▼
地
域
社
会
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
で
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
皆
さ
ん
で
集
ま
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

大
石
田
の
「
虫
送
り
」

　

年
中
行
事
「
虫
送
り
」
は

７
月
11
日
、
大
石
田
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
農
作
物
に
害
の
あ
る
虫
を

追
い
払
い
、
豊
作
を
祈
願
す

る
も
の
で
す
。
地
区
の
子
ど

も
た
ち
が
代
々
継
承
し
て
き

ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
少
な

く
な
っ
た
現
在
で
は
、
他
の

地
区
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
の
方
々
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
観
光
客
も
加
わ

り
、
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

沿
道
の
水
田
に
は
、
た
く

さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
舞
っ
て
い

ま
し
た
。
年
中
行
事
を
受
け

継
ぐ
と
と
も
に
、
こ
の
き
れ

い
な
自
然
環
境
を
い
つ
ま
で

も
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1_ 行列になって掛け声を上げなが
ら集落内を歩く
2_ 次第に日が暮れ、松

た い ま つ

明や提
ちょうちん

灯の
明かりが夕闇に揺れる
3_ 最後に行事道具をすべて燃やし、
豊作を祈願。炎は勢いよく夜空へ
と燃え上がった

夏
の
祈
り
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